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海外情報

中国の野菜消費需要の変動と構造（前編）

１　はじめに

野菜は、中国国民の食生活に欠かすこと
のできない必需品である。人口の増加、都
市化の進展、国民の生活水準の向上に伴い
野菜の消費は堅調に推移しており、品質の
向上と多様化がこれを後押ししている。需
要は、生産、流通、販売という各部門の影
響を受けることもあるが、一方では、影響
を与えることもある［1］。つまり、中国国
民の野菜消費の変動と構造に関する研究
は、中国の野菜産業の発展、中国国民の基
本的な生活ニーズの保障、どちらにとって
も十分重要な意義を持つものだといえる［2］。

中国農業大学　経済管理学院　教授　穆月英（Mu Yueying）
博士課程２年　董愷（Dong Kai）

野菜は、中国国民の食生活に欠かすことのできない食料品であり、経済発展と農業生
産技術の進歩、また、流通網の整備などによって、供給される野菜の種類は多岐にわたっ
ている。近年は、畜産物需要の高まりなどから野菜消費は減少傾向にあるものの、１人
当たり消費量では日本に比べ高い水準にある。コロナ禍を契機に、eコマース（ＥＣ）ルー
トによる野菜の購入が少しずつ伸びるなど変化が表れてきた。
なお、本稿は、次の七つの項目で構成されているが、紙面の関係上、１２月号では１～
４を、翌１月号では５～７を掲載する。

1．はじめに
2．中国の野菜消費の段階的区分
3．マクロ的視点からの野菜消費需要の構造
4．一般家庭から見た野菜消費の特徴
5．野菜消費需要のアンケート調査分析
6．新型コロナウイルス感染拡大が国民の野菜消費に及ぼす影響
7．まとめ

【要約】

左記の考えに基づき、本稿では、まず、
中国の野菜消費の歴史的変遷と構造につい
て分析を行い、中日両国の野菜消費の特徴
を比較することで中国野菜の特性を理解す
る。さらに、これを基本に、都市居住者を
一例に現在の一般家庭における野菜の地位
と現状を分析し、野菜消費の特徴を把握す
る。最後に、新型コロナウイルス感染症（Ｃ
ＯＶＩＤ－１９）の感染拡大が中国の家庭
での野菜消費にもたらす影響を分析し、関
連の結論と提案を導き出す。
（機構注）�本文中の為替レートは、三菱ＵＦＪリサー

チ＆コンサルティング株式会社「月末・
月中平均の為替相場」の月末ＴＴＳ相場
（１元＝１８円）を使用した。
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２　中国の野菜消費の段階的区分

「エンゲルの法則」では、世帯の所得水
準が上昇すればするほど、家計に占める食
料支出の割合は低下するとされている。中
国国民にとって日常的な食料品の中でも重
要な存在である野菜についても、エンゲル
係数と野菜の消費量との関係を分析するこ
とで、中国国民の所得水準の変化に伴う家
庭での野菜消費の歴史的変遷、そして、野
菜消費に対する国民の見方の変化を確認で
きると思われる。中国の一般家庭の所得の
伸びに都市･農村部のエンゲル係数の変化
動向を重ね合わせると、野菜消費は以下の
３つの段階に区分することができる。

第１段階（改革開放～２０００年）
１９７０年代後半からの間、国民の所得
水準は急速に向上したが、エンゲル係数は
比較的高い水準にあった。１９８５年の都
市および農村居住者のエンゲル係数は、そ
れぞれ５３．３％と５７. ８％であり、
２０００年のエンゲル係数は、それぞれ
３９. ２％と４９. １％であった。一般家
庭の野菜消費量はわずかに減少したが、家
きん肉や水産物の消費量は大幅に増加して
おり、この期間は食料消費の急速な成長期
に当たるといえる。この段階のエンゲル係
数は２０００年までに大きく減少している
が、それでもやはり高い水準にある。改革
開放により家きん肉や水産物の消費は大幅
に増加したが、同時に一部の野菜消費がこ
れの代替となった。
図１と図２を見ると、１９８５年の都市
および農村居住者の可処分所得はそれぞれ
７３９元（１万３３０２円）と３９８元

（７１６４円）であり、１人当たりの平均
年間野菜消費量は１４４. ４キログラムと
１３１. １キログラムであった。一方、
２０００年の都市および農村居住者の可処
分 所 得 は、 そ れ ぞ れ ６ ２ ８ ０ 元
（１１万３０４０円）と２２５３元
（４万５５４円）であり、１人当たりの平
均年間野菜消費量は１１４. ７キログラム
と１０６．７キログラムであった。改革開
放の初期、一般家庭で消費される野菜とい
えば、水分量が多く保存が容易な野菜（は
くさいやだいこんなど）が主であり、葉菜
類など水分量が少なく保存が困難な野菜の
消費は少なかった。しかし、経済の発展と
農業生産力や栽培技術の進歩に伴い、国民
が消費する野菜は、重量のあるはくさいな
どからさまざまな種類へと広がりを見せる
とともに、野菜の品質向上や消費スタイル
が多様化した。また、運送、貯蔵技術の進
歩などで廃棄される野菜が減少したことか
ら、結果として重量のある野菜の消費が減
り、日常的に口にする野菜の消費量は大き
く減少した。

第２段階：２０００～２０１５年
この間、国民所得が増加するにつれ、エ

ンゲル係数は下降し始めたが、平均して
３ ０ ％ と ま だ 高 い 水 準 に あ っ た。
２０１５年の都市および農村居住者のエン
ゲ ル 係 数 は そ れ ぞ れ ２ ９. ７ ％ と
３３. ０％であり、国民の食料品としての
野菜消費は、量から質へと変化してきた。
図１と図２に示す通り、２０１５年時点の
都市および農村居住者の可処分所得は、そ
れぞれ３万１１９５元（５６万１５１０円）
と１万１４２２元（２０万５５９６円）で
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あり、1人当たりの平均年間野菜消費量は
１０４.４キログラムと９０.３キログラム
であった。また、この第２段階以降は、消
費習慣、消費構造、消費モデルの変化が、
国民の食料品嗜好に影響をもたらす最大の
要因となっている。２０００年を基準にす
ると、一般家庭の食料品の中で野菜の消費
量は小幅な減少が続いており、その潜在的
な成長力は次第に減少している。野菜消費
量が減少した原因は、国民の食料品の消費
構造の変化にある。図２を見ると、国民が
より栄養価の高い食料品を重視するように
なったことが分かる。つまり、牛肉や豚肉、
家きん肉、水産物などの高たんぱく食料品
の人気が高まったということであり、これ
らの高たんぱく食料品と野菜は部分的に代
替関係を形成している。

第３段階：２０１５年～現在
この期間は、中国の国民の食料品消費が

全面的に改善した段階であり、ゆとりのあ
る消費生活が徐々に形成され、供給側の構
造改革の実現によって、エンゲル係数は平
均３０％以下まで下降した。２０１８年
の都市および農村居住者のエンゲル係数
は、それぞれ２７. ７％と３０. １％であ
り、一般家庭の食料品消費嗜好は急速に健
康化、多様化へと向かっている。図１と図
２を見ると、２０１８年の都市および農村
居 住 者 の 可 処 分 所 得 は、 そ れ ぞ れ
３万９２５１元（７０万６５１８円）と
１万４６１７元（２６万３１０６円）であ
り、１人当たりの平均年間野菜消費量は
１０３.１キログラムと８７.５キログラム
であった。本段階で、一般家庭の食料品消
費量の変動は決して大きくはないが、この
時期は飲食業の急成長期に当たり、国民の
外食機会が増えていった。

都市の可処分所得

農村の可処分所得

都市のエンゲル係数（右軸）

農村のエンゲル係数（右軸）
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図１　中国の一般家庭１人当たり平均所得およびエンゲル係数

資料：中国統計年鑑、各年度版
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率は１０１. ９％となり、国内の野菜生産
で消費需要を満たすことが可能となってい
る。また、野菜輸入量は１９２３万トンで、
輸出量１億３８８５万トンの１３. ９％に
留まっている。輸入量は国内の野菜生産量
と比べると微々たるものであり、国内の野
菜消費需要は担保されていることを強く裏
付けている。
国内の野菜需要から分かるのは、野菜の

３　マクロ的視点からの野菜消費需要の構造

（１）中国野菜消費の総合分析
国連食糧農業機関（ＦＡＯ）の統計に基
づき、野菜の供給と需要を見ると、表１に
示す通り、２０１７年の中国の野菜の国内
生産量は６５億３４１１万トンに達し、国
内総需要量は６４億１４３２万トンであっ
た。これらのデータから算出した野菜自給
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図２　中国の都市・農村一般家庭の１人当たり平均野菜、家きん肉・水産物消費量

資料：中国統計年鑑、各年度版

写真　北京のスーパーマーケットの野菜売り場
資料：北京天安農業公司より提供
　注：左の写真は２０２０年１１月５日、右の写真は同年１１月１９日撮影
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主要な消費ニーズは直接的な食用であり、
国内の野菜総需要量の８５. ４％を占めて
いる。需要側から見れば、中国の国民の飲
食習慣における野菜の地位付けがよく分か
る。生鮮農産物である野菜には、貯蔵が難
しく、傷みやすいという特性がある。
２０１７年の野菜の損耗は総需要量の項目
の中で第２位となる５億４４４２万トンに
達し、総需要量の８. ５％、国内生産量の
８. ２％を占め、輸出量の４倍近くに達す
る。以上から、損耗量の削減は、国民の野
菜需要を満たすのみならず、野菜産業の発
展にも有効であると考えられる。
生産者から消費者への野菜流通ルートに
は、主に次の四つがある。一つ目は、生産
者から仲介業者による買取りを経て卸売市
場、さらに近隣の自由市場やスーパーマー
ケットなどの小売を経由し、最終的に消費
者の手元に届くルート。二つ目は、生産者
から卸売市場、小売を経由し、最終的に消

費者の手元に届くルート。三つ目は、生産
者からの産地直送でスーパーマーケットを
経由し、消費者の手元に届くルート。最後
は、生産者がＥＣプラットフォームやＥＣ
会社（京東、毎日優鮮、盒馬鮮生など）を
介して消費者に販売するというＥＣルート
になる。特に２０２０年のＣＯＶＩＤ－
１９感染拡大以降、ＥＣルートでの野菜流
通量が顕著に増加している。
図３は、中国の主要野菜の平均小売価格（注１）

であるが、２００９年から２０１８年まで
の期間、全体として上昇傾向にあったこと
が分かる。これは、中国経済の発展に伴い
国民所得が増加し、栽培コストも上昇した
ため、小売価格もそれに合わせて上昇した
ことを示している。

（注１）�野菜の平均価格は、トマト、きゅうり、なす、
ピーマン、ブロッコリー、にんじん、いん
げん、キャベツ、はくさい、ばれいしょな
どの野菜の価格の平均である。

表１　中国と日本の野菜供給量と需要量
野菜の構造 2008 年 中国 2017 年 中国 2017 年 日本

総供給量
（万トン）

国内生産 512,023 653,411 10,250

輸入 1,413 1,923 2,594

輸出 11,019 13,885 24

貯蔵量の変化 1 -108 -69

国内総供給量 502,417 641,341 12,750

総需要量
（万トン）

飼料 31,765 39,118 0

種子 — — —

食用 428,799 547,887 11,615

損耗 41,834 54,442 1,135

その他 19 38 —

観光業消費 — -55 0

国内総需要 502,417 641,432 12,750

１人当たり年間平均消費量（kg） 312.3 377.2 91.1

野菜自給率 101.9% 101.9% 80.4%
資料：ＦＡＯ「食物収支計算書」



野菜情報 64 2021.12

（２）中国の野菜消費需要の変動動向
消費構造の変化を把握するため、さらに
２００８～２０１７年の約１０年間の変化
について比較、分析し、そこから野菜消費
需要構造の変動動向をつかんでいきたい。
表１から、中国の２００８年と２０１７年
それぞれの野菜消費需要の構成と対比して
いくこととする。
２０１７年、中国の国内総消費需要量は
６４億１４３２万トンであり、２００８年
から２１. ７％増加し、大きな成長を遂げ
ている。２０１７年の１人当たり年間平均
野菜消費需要量は３７７.２キログラムで、
２００８年と比べて２０. ８％も伸びてい
る。この約１０年間、総消費需要量の伸び
幅は大きく、１人当たりの年間平均消費需
要量も同じ変化を示している。２０１７年、
野菜自給率は１０１. ９％に達している
が、２００８年からは横ばいであり、当時
から中国は国内の消費需要を安定的に満た
していることが分かる。２０１７年、国内
生産量は６５億３４１１万トンとなり、
２００８年から２７. ６％増加した。野菜

産業は、この約１０年間で急速に発展し、
生産量も顕著な伸びを示している。
２０１７年、中国の野菜損耗量は
５億４４４２万トンで、２００８年からの
増加率は３０. １％に達し、国内生産量の
増加率を上回っている。一方、２０１７年
の飼料需要は３億９１１８万トンで、
２００８年からの増加率は２３. ２％で
あった。主な原因として、国民所得が増加
するにつれて一般家庭の肉類消費量が上昇
した結果、肉類製品に対してより高い品質
を求めるようになったことが挙げられる。
こうした質と量の両面における消費者ニー
ズの向上が、供給側である飼育農家に、飼
料に野菜を使用したり多様化した飼育方式
を採用したりするなど、供給量の保証と同
時に肉類製品の品質も向上しなければなら
ないという状況を作っている。また、経済
の発展に伴って中国の野菜消費需要の構造
にも変化が生じ、家庭での消費以外に外食、
加工などの用途の消費需要量が大幅に増加
するなど、食品消費における野菜の地位も
大きく向上することとなった。以前は、外
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図３　中国の主要野菜の平均価格

資料：中国国家発展改革委員会「全国農産物費用と収益資料」、各年度版
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食といえばレストランや食堂が主であった
が、ここ数年はデリバリーなどによる消費
需要が年々増加している。野菜加工におい
ては、多くが葉菜類のカット加工を主とし
ているが、それ以外に、この数年はマクド
ナルドやケンタッキー・フライドチキン、
吉野家といったファストフード店に提供す
る野菜加工も増加している。

（３）日本と比較した中国野菜消費需要の
特徴

日本は東アジアの中で経済的に最も発展
した国家で、野菜産業とその消費を重視し
ている。１９８１年の日本の厚生省（当時）
の栄養に関する通達では、具体的な栄養成
分に基づいて食物を六つのカテゴリーに大
別しているが、必要不可欠な食物カテゴ
リー中に野菜を入れて、その栄養価値を是
認している［3］。日本の野菜消費需要構造
を比較対象として分析することで、現在の
中国野菜消費需要構造の長所と短所が分
り、今後の改善点を洗い出すことができる
だろう。

表１から全体を眺めると、中国の野菜自
給 率 は １ ０ １. ９ ％ で あ り、 日 本 の
８０. ４％ に比べてはるかに高いことが分
る。また、１人当たり年間平均野菜消費需
要量は、日本が９１. １キログラムである
のに対し、中国は３７７. ２キログラムと
多い。中国の野菜消費需要量が日本より多
い原因の一つとして考えられるのは、消費
習慣の差異であろう。中国料理には、「野
菜の炒め物」が欠かせないため、そこで多
くの野菜が使用される。家庭料理で日常的
に利用されている野菜の種類は、一般的な
家庭でも１０種類以上に上る。首都の北京

を例に挙げると、トマト、きゅうり、なす、
ピーマンなどの果菜のほか、はくさい、ほ
うれんそうなどの葉菜、そして、だいこん、
ばれいしょなどの根菜類まで、多種多様な
野菜が日常生活で消費、利用されている。

４　一般家庭から見た野菜消費の特徴

２０１９年、都市の定住人口は８億 
４８４３万人で、総人口に占める割合（定
住人口都市化率）は６０. ６％ であった［4］。
一 方、 農 村 人 口 も 依 然 と し て ５ 億 
５１６２万人が存在する。また、都市の一
般家庭の方が所得、生活水準いずれも高い
ことから、農村の一般家庭との間には食品
消費構造上の差異が発生する。以上から、
都市および農村居住者の食品消費構造につ
いて比較研究、分析を行えば、異なる経済
発展水準の下で消費される野菜の特徴が明
らかになるだろう。

（１）中国の都市一般家庭の食品消費構造
図４に、２０１３～２０１８年の全国一

般家庭の１人当たりの年間平均野菜消費量
を示した（注２）。これを見ると、当該５年間
は安定に向かっており、大幅な減少が見ら
れたのは２０１８年のみということが分か
る。これは、最近になって国民所得の伸び
が緩慢になり、一般家庭の食品消費構造の
変化も徐々に落ち着きを見せ、野菜消費の
地位が安定しつつあることを示している。
２０１８年の野菜消費量の再度の減少の理
由は、飲食業が発展したためである。

（注２）�表１の「１人当たり年間平均消費量」は家
庭用以外の消費需要等を含むため数値は異
なる。
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（２）中国の都市･農村一般家庭における食
品消費構造の比較

図４の通り、都市と農村の消費の差は
２０１７年に最大となり、年間１６. ５キ
ログラムとなった。考えられる原因として、
生活水準の差と消費観念の違いによるもの
であり、農村居住者の食品消費では穀物が
最も重要であるが、一方の都市居住者は穀
物よりも野菜、家きん肉、水産物食品の消
費を重視している。これらの比較から、居
住者の生活水準と消費観念の違いが、野菜
の消費量に比較的顕著な影響を及ぼすこと
が分かる。
２０１８年、都市一般家庭の食品消費の
うち、１人当たりの年間平均消費量は野菜
が１０３. １キログラム、穀物が１１０. ０
キログラム、肉類が３１. ２キログラムで
あった。また、農村居住者では野菜が
８７. ５キログラム、穀物が１４８. ５キロ
グラム、肉類が２７. ５キログラムであっ
た。このように農村居住者の消費は都市居

住者と比べ、野菜は１５. ６キログラム、
肉類消費は３．７キログラム少なく、一方
で穀物消費は都市居住者より３８. ６キロ
グラム多い状況が分かる。

（３）中国の地域別一般家庭食品消費構造
の比較

中国を三つの地域（東部：沿岸に位置す
る８省・３市、中部：東部に隣接する８省、
西部：内陸の６省・１市・５自治区）の野
菜消費量を、図５でそれぞれ示した。これ
を見ると、２０１５～２０１８年の一般家
庭の１人当たりの年間平均野菜消費量が最
も高いのは西部地区で、最も少ないのは中
部地区となった。しかし、２０１８年には、
東部地区が最も高くなっている。これは、
主に居住者の生活水準と消費観念上の差異
に起因する。ただし、２０１８年の東部地
区の変化を通して分かるのは、居住者の所
得水準の安定が家庭の野菜消費量に影響を
及ぼし、安定に向かわせるということである。
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図４　中国の地域別一般家庭の１人当たり年間平均野菜消費量

資料：中国統計年鑑、各年度版
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図５　中国の地区別一般家庭１人当たり年間平均野菜消費量

資料：中国統計年鑑、各年度版

次号（１月号）では、北京市の一般家庭を対象とした野菜消費アンケート調査結果に加え、
コロナ禍での野菜消費への影響などを報告する。
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